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　　　　　細胞 マ イク ロ チ ッ プの 新展開
〜 細胞評価技術の 俯瞰的理解を目指して 〜
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　近年の再生医療技術，診断治療技術 創薬開発技術など

の 医療技術の 発展は 目覚しく，細胞の 機能制御と品質管理

は，非常に 重要な課題 となっ て い る．今後 医療の 個別化

が進み，患者個人 に合 わ せ た細胞機能評価 や解析 の 必要性

が増大する こ とを鑑み る と，簡便 ・迅速 ・低 コ ス トな「細

胞評価 シ ス テ ム 」の 開発が必要で はない だろ うか ？

　本 ワ
ーク シ ョ ッ プで は，こ れ ら課題を解決する と期待

され る「細胞マ イク ロ チ ッ プ」に焦点を当て ，「チ ッ プ

基盤技術」の み に着目する の で は な く，「細胞の評価 ・

測定 ・解析方法」や 「実用化の ための 周辺技術」 を含め，

俯瞰的に細胞チ ッ プ技術を とらえよ うと少 々 野心的な

テ ーマ を設けた．本会 に は ，す で に 細胞の 評価 ・測定 ・

解析の 3分野を研究対象とす る研究部会1 セ ル プ ロ セ ッ

シ ン グ計測評価研究部会 （細 胞評価な ど）・ナ ノ バ イオ

テ ク ノ ロ ジー研究部会 （細胞測定な ど）・シ ス テ ム バ イ

オテ ク ノ ロ ジ
ー

研究部会 （細胞解析な ど）が あ り，3部

会共催で企画 した．ワ
ーク シ ョ ッ プ は 2 口構成 と し，初

目 に は 若手研究者を中心 と し た 7名の研究者が細胞計

測
・
評価 ・

測定の 各要 素技術 につ い て発表した．

（1）筑波 大院 ・福田淳二 ；細胞接 着 コ ン トロ ール に よ

る肝ス フ ェ ロ イ ドの 形成，プ ラ グ とマ イ ク ロ 流路を用い

た薬剤 の コ ン トU 一ル，計測用セ ン サ
ー搭載チ ッ プ に よ

る細胞 ア ン モ ニ ア 代謝 の 計測な どさまざまな細胞チ ッ プ

技術に つ い て報告があっ た，

（2） 阪大院 ・斉藤真人 ：マ イ ク ロ チ ャ ン バ ーア レ イ L

に 1細胞ずつ 配置するため の ナ ノ ピ ン セ ッ ト型 プ ロ ーブ

の 開発，
一

細胞遺伝子解析の た め の マ イク ロ チ ャ ンバ ー

ア レ イPCR 法 につ い て報告があ っ た．

（3）北陸先端院 ・高村禅 （招待）；微小流体デ バ イ ス を

用い た胎児由来有核赤血球の 回収技術や そ の 診断技術に

つ い て紹介を頂い た．

（4）産総研 ・藤田聡史 ：細胞マ イク ロ チ ッ プ の
一

つ で

ある TMA チ ッ プ の PEG を用 い たパ ターン 化 ・高機能化，
こ れ用 い た ア ポ ト

ーシ ス，細胞分化 細胞運動 の 評価，

HTS 解析例 につ い て報告があ っ た．

（5）阪大院 ・袴田和巳 ：細胞集団 の 動的挙動 の とらえ

方 に つ い て報告があ っ た．マ イ ク ロ チ ッ プ 上 で細胞を扱

う場合，1細胞単位 の 細胞挙動 の 問題が顕在化す るため，

本発表は非常に重要な提言となっ た、

（6）大日本印刷 ・備瀬竜馬 （招待）：チ ッ プ上 の 細胞解

析を行う上 で，細胞画像解析は非常に重要な要素技術で

ある．こ れ まで 不可能と言われた細胞位相差画像を用い

た細胞 トラ ッ キ ン グに つ い て紹介を頂い た．

（7）名大院 ・加藤竜司 （招待）：チ ッ プ上 の 細胞画像か

ら細胞の 形態的特徴を抽出．数値化す る技術と こ れ を用

い た細胞状態の 未来予測に つ い て報告が あ っ た．

　初 日の 最後と2 日目は，本分野を牽引 して こ られた先

生 5名に最先端の研究成果と本分野 の 今後の 展開に つ い

て 教唆をい ただい た．

（8）科研製薬 ・薩川正広 （招待）：細胞チ ッ プを創薬開

発に導入する上 で の 問題点を ご指摘 頂い た．基礎研究が

中心の研究者に とっ て重要な提言とな っ た．

（9） 日立中研 ・神原秀記 （招待）：マ イクロ ア レ イ上細

胞か ら遺伝了・や タ ン パ ク発現などの 細胞内発現情報をす

べ て取 り出 し，定量す る手法 に つ い て ご 教授頂 い た．

（10）島津製作所 ・阿部浩久 （招待）：マ イク ロ TAS を

応用 した細胞の 工程管理 ・品質保証へ の ア プ ロ ーチ に つ

い て 紹介を頂い た．

（11）産総研 ・金森敏幸 （招待）：細胞チ ッ プ が マ イ ク ロ

化す る際 の 問題点，創薬 プ ロ セ ス に細胞マ イク ロ ア レ イ

を普及させ る に は どうすれば よ い か ？に つ い て ご教授頂

い た，

（12）東大 ・黒田真也 （招待）：研究対象で ある細胞内

シ グ ナル 伝達解析に つ い て紹介頂 くと共に，ユ ーザーの

立場か ら細胞 マ イク ロ ア レ イに求め る点をご指摘頂い

た．

　ワ
ーク シ ョ ッ プは非常に盛況で の べ 200人近い 来場数

とな っ た．本 ワーク シ ョ ッ プ の 特徴 として ，（1）各部

会の 30代の 若手研究者が中心 となっ て，企画 した事，（2）

異なる視点を持 つ 3部会の メ ン バ ー
が集まっ た こ とで，

横断的な視点か ら細胞評価技術に つ い て 議論することが

で き，細胞チ ッ プ技術 を俯瞰 して 捉 える こ とが出来た こ

とで は ない だ ろ うか ？　 若手の 生意気な企画に も関わ ら

ず，各研究部会の 先生方に 応援を頂い た事に感謝した い ．

シ ン ポ ジウ ム の 様子

連絡先　
1
産業技術総合研究所，1

筑波大学，
3
大阪大学，

4
徳島大学

2011年　第 11号 675

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


